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水
源
地
武
蔵
.国
樣
，玉
郡
羽
生
領
本
川
俣
村
元.执
'ょ
り
小
合
溜
井
ま.で
f
d
M
. 

.余
と
ぁ
る
。「

新
編
武
蔵
風
土
記
稿

」

卷
之
ー
：一
九。

- 
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'.
,そ

の

外
..
.領
内

費
•
村
政
费
が
が
る
が
、
第
九
表
，に
み
ら
れ
る
如
く
、
年
 々

固
定
し
て
い
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
の
で
、
，
総
額
を
変
動
す
る
主
因
と
は
な

-

ら
な
い
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一
之
江
新
田
田
鳥
家
の
小
作
人#
帳
.に
ょ
れ
ば
、
宽
政
年
間
.ょ
り
天
保
一
一
一 

年

の

に
.
1
\
年
分
の
;̂
作
和
ガ
.記
さ
れ
て
い
る
が
、
反
^
小

作

米

は

ー

，
，

^
か
.ら
.
.
ー 

石
九
升
の
間
を
上
下
し
て
い
る.の
で
、
笹
ヶ
崎
村
の
反
当
一
石

は

ほ

ぽ

事

実

を

現

 

し
て
い
る
で
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ぅ
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府
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学

界

展

，
望

イ

ン

フ

レ

ー

シ

ヨ

ン

理

論

の

展

望

，、

福岡正
.

夫

.

は

し

が

き

今
日
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
理
論
は
，
少
く
と
も
次
の
ニ
つ
の
点
を
考
慮
に 

容
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
一
つ
は 

い
わ
ゆ
るd

e
m
a
n
d
l
p
u
l
l

の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
ば
か
り
で
な
く
、

ま
た 

c
o
s
t
-
p
u
s
h

の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
を

.も

枠
組
の
中
に
包
摂
史
る
こ
と
で
あ 

り
、
も
ぅ
一
つ
は
単
ー
の
物
価
の
動
き
に
は
つ
く
さ
れ
な
い
諸
価
格
の
あ
い
だ 

の
跛
行
性
を
も
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
ぅ
し
たE

標
の
方
向 

に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
省
干
の
業
績
の
系
譜
を
跡
づ
け
て
み
た
い
と
思
ぅ
。

1 

d
e
m
a
n
d
-
p
E
l

の理論

旧
式
な
貸
幣
数
量
説
を
近
代
的
有
効
需
要
分
析
に
転
換
す
る
機
縁
を
開
い
た 

の
は
ヴ
ィ
ク
セ
ル
と
ケ
イ
ン
ズ
の
功
績
に
帰
せ
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
ケ
イ
ン 

ズ
.は

『

一
般
理
論』

に

っ
づ
く
小
-M
T-『

戦
費
調
達
.論』

に
お
い
て
今
日
の
需 

要
イ
ン
フ
レ
理
論
.の

.$
礎
と
思
わ
れ
る
も
の
を
提
供
し
た
。
,い
ま
彼
の
理
論
の

,

学

界

展

望

：

骨
子
に
倣
っ
'て
、
実
質
国
民
生
産
物
の
大
き
さ
を
X
と
書
き
、
.こ
れ
は
さ
し
あ
，
 

た
り
あ
る
、キ
ヤ
/ハ
シ
テ
ィ
•
リ
'、、.ッ
V
に
.達
し
て
い
て
一
.定
と
考
え
る
こ
と
に 

す
る
。
他
方
こ
の
生
産
量
に
対
す
る
需
要
は
、
国
民
の
実
質
消
費
需
要
が
C
、
 

こ

こ

で

C
H
e
x'v
ま
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自
発
需
要
が>
、
:た

だ

し

こ

れ
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歡
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勢
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'

か

か
 

る
も
の
、
と
す
る
。
す
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と
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期
の
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価
が
'
P
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あ
れ
ば
、
総
需
要
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額

表

示

で

F

S

C

+

Y 

■

あ

る
い

は

p

s
e»
x
+
-<
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そ
し
て
そ
れ
だ
け
の 

需
要
が
ズ
と
い
ぅ
キ
ヤ
パ
シ

テ

ィ

•
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
向
ぅ
わ
け
で
あ
る
か 

ら
、
次
期
の
物
価
.
P
-
+
1

)

は
需
給
均
等
の
条
件

(
1
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p
a
+
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)

x
=
p
s
a
:
x

-f
Y

で
律
せ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
需
要
イ
ン
フ
レ
理
論
の
栽
本
方
程
式 

で
あ
る

-°
;

\

,
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で
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式
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㈣
⑵
を
ズ
で
わ
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能
力
に
対
ず
る
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発
需
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の
割
合 

Y
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X
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と
お
け
ば
、
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に
■双
が一.

定
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A
a
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で
あ
る
か
ぎ
り
、

物
価
は
次
第
に
ブ
ラ
ス
の
均 

衡

水
準

^

之1

丨a

に
近
^
い
て
い
く
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

し
た
.が
っ
て
こ 

の
，理
論
に
.よ
れ
ば
、
：.イ
ン
フ
，レ
：.は
自
発
需
要
が
生
産
能
カ
に
対
し
て
相
対
的
に 

高
ま
：る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と

こ

ろ

で

以

上

の

哪

論

は

単

一

の

物

価.P

.
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き
を
説
明
す
る
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す
ぎ 

な
い
'か
.e>
:

諸
物
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説
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す
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に
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れ
を
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と
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す
。
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そ
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パ
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あ
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え
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の
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度
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が
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ゴ
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産
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'.つ
く
，る
.の
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必
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.と
..さ
れ
る
大
き
さ
を
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と
し
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対
す
る
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額
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指
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自
発
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の
大
き
さ
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に
な
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お
く
こ
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り
- 

;

s
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i
+
l
T
?
.
p
x
;
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)

.
+
^
^
=
I
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e
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あ
る
い
は
.マ
ト
リ
ツ
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ス
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記
号
で
、
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1
?
1
>
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作
+
1

)
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p
z

1
0
0

…
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、
p
l
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P
2
S

,pn(if)

ふ
た
た
び
各
a，
-が

o
A
e
i
A
l

の
条
件
を
満
た
す
か
ぎ
り
、
.
各
価
格
は
そ
の
プ 

ラ
ス
の
均
衡
値F

J
i
l
l
l
a
i

に
犯
歎
す
る
：。
こ
こ
で
安
定
条
件
ぞ
<
1は
、
 

内
生
需
要
量

^
a
^
x
i
が
能
ヵ
.産
出
量
.兄
を
下
回
り
、
し
た
が
つ
て
後
者
の
一 

部
を
自
発
需
要
に
充
て
ぅ
る
余
裕
の
あ
る
ど
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ 

の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
と
.す
れ
ば
、
諸
肺
格
の
騰
貴
は
一
部
門
モ
デ
ル
の
場
合 

と
同
じ
く
自
発
需
要
が
能
力
産
出
量
に
対
し
て
相
対
的
に
高
ま
つ
て
い
く
こ
と

:
に
よ
.
っ

て

の

み

説

明

さ

れ
-^
こ
：と

に
な
る
。

.

Lh
記

の

グ

ッ

；
ド

ゥ

ィ

シ
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の

理

論

は

.、

.ほ(

か

の

部

門

か

ら

の

.需

要

を

考

慮

し

て 

-
>
;と
。
い
：ぅ

点

：で

多

部

門

化

:-
$
れ
て
い
.る
と
は
い
え
，
(5
)
の
係
数
行
列
が
示
す 

ょ

ぅ

にiteration

の
プ
.ロ
セ
ス
そ
の
.も
の
に
は
部
門
間
の
相
互
速
関
が
入

'
:っ
て
こ
.な
い

と

と

に

注

意

.す

べ

き

で

あ

：る
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し
自
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に
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貨
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額
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定
さ.れ
ず
実
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れ
る
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分
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あ
.る
と
す
れ
ば
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を
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ひ
る
が
え
っ
ー
て
0-
0
3マ
1
>
1
1
3
1
1

理
論
の
考
察
に
移
る
こ
と
に
し
よ
ぅ
。
.こ
の
理

論
は
もA

J

も
と
ホ

I
ル
"
ヒ
ッ
チ
流
の
い
わ
ゆ
る「

フ
ル
，

コ

ス
ト
原

則

」

こ_

基
、つ
く
も
の
で
あ
る
が
.、
た
と
え
ば
デ
ュ
：|
セ
ン
べ
リ
ー
は
そ
の
秀
れ
た
ィ
ン

フ
レ
ー
V
,ョ
；ン
分
析
.の
論
文
に
お
い
て
工
業
生
産
物
の
価
格
形
成
に
こ
の
原
理

を
あ
て
は
め
、

そ
れ
に
次
の
よ
ぅ
な
理
論
的
表
現
を
与
え
て
い
る
。

ず
な
わ

ち

，
，
い

ま

簡

単

化

の

た

め

工

業

生

產

物

の

.費
用
は
賃
銀
費
用
か
ら
の
.み
な
る
も

の
と
し
、.
生
産
物一
単
位
あ
.た
り
に
必
要
な
労
働
量
を
a/
、
そ
の
労
働j 

f
u/
.

あ
た
り
の
賃
銀
率
を
泌
と
す
れ
ば
、
そ
の
师
格
り
は

..(6) 

.
P
7
G4-I) =

 (l+W.r). 

{
£
}

 

P
I

の
ょ
う
に
決
め
ら
.れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
.こ
こ
で|

が
謂
う
と
と
ろ
の
日
^
^

—

u
p

の
率
で
あ
っ
て
：

企
業
家
は
.こ
の

率

.で

単

位

費

用

を

割

増

し

し

た

分

だ

け

を
適
切
な
利
潤
額
と
み
な
し
て
価
格
を
決
定
す
る
と
考
え
る
の
で
H

こ
の
(6
)
式
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、

ふ
た
た
び
グ
ッ
ド
ゥ
ィ
ン
に
放
っ 

(

3

)

 

-

.

て
、
そ
こ
に
定
式
化
さ
れ
て
い
る
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
多
部
門
化
を
試
み
る
こ
と
に 

す
る
。
前
節
と
同
じ
く
1
か
ら

«.
ま
で
の
部
門
が
あ
る
と
.し
て
、
こ
ん
ど
は
そ 

,

れ
ら
の
.窗
門
力
す
ベ
.て「

フ
"ル
*
コ
_ス
ト
原
則」

で
^
格
を
決
定
す
る
と
す
れ
.ば
、
 

第

i
部
門
の
生
産
物

■一
 
単
位
あ
た
り
の
費
用
は

P

I

+

P

I

T
十
^
?
. 

で
示
さ
れ
る
か
ら
，
.第
ミ
生
産
物
の
极
格
朽
は
、

(7) 

p
i
-

(

:?
l) 

= (

l
+
m
o-M
p
i
s茗

.(
n
,
2
'
:
,
?
l
)

 

；
■

で
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
でg

は
い
う
ま
で
も
な
く
第
{
部
門
の 

m
a
r
k
-
u
p

率
で
あ
る
。

.と
こ
ろ
でcost-push

を
理
論
化
す
る
に
さ
い
し
.て
は
、
賃
銀
率
を
ど
う
取 

扱
う
か
が
一
つ
の
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
は
ニ
通
り
の
仕
方
が
可
能
で
あ
る
と 

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
.一
つ
は
質
銀
率
を
内
生
変
数
の
一
.
つ
と
み
な
し
、
そ
れ
を
.
 

消
費
財
の
価
格
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
仕
方
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
'例
は
デ
ュ 

丨
セ
ン
ベ
リ
ー
に
み
ら
れ
る
がr

彼
は
さ
き
に
言
及
し
た
論
文
に
お
い
て
、
賃 

銀
率
识
を
農
業
生
產
物
価
格
り
な
ら
び
に
エ
業
生
産
物
脑
格
朽
に
依
存
さ
せ
，

(s) 

w(

！

r

_

+

e

_)

l

..

と
い
う
定
式
化
を
試
み
て
い
る
。
こ
こ
で
叫

|

は
労
働
者
が
賃
銀
の
ど
れ
だ 

:

学
' 
界

..展

望
 

，

•

'
け
を
ニ
種
の
生
産
物
に
支
出
す
る
か
を
あ
ら
わ
す
比
率

.で

あ
0

て
、
彼
ら
が
貯 

.
蓄
し
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、...い
う
ま
で
も
な
く

 

e
b
+
e
j
=
l
,
.
.

 

&
A
M
0
,
. 

e

N

^

O 

て
^

る
•
.
し
た
が
.
っ
て
.い
ま 

e

h

w
 

(
0
)

 

/

P

A

s

t

aき 
e

j
w

 (
0
)

 fPi

 (
0
)

と
：お
い
て
み
れ
ば
，
⑶
式
は
、
.
. 

■

(9) 

W

 

?1)=
P
^
)
^
.
/

十 p
r

s-aiv

と
書
換
え
ら
れ
、
.こ
.こ
でg

、
.g

は
労
働一.

単
位
あ
た
り
の
両
生
産
物
の
初
期 

消
費
量
、
そ
の
意
味
で
の
実
質
賃
銀
率
の
初
期
値
を
.あ
ら
わ
ず
か
ら
、
結
局
こ 

6
考
え
方
は
労
働
組
合
が
貧
銀
の
実
質
，価
値
を
不
変
に
保
つ
よ

う

に
貨
幣
賃
m 

率
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

•

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方. 

.を
採
る
と
き
は
、
，わ
れ
わ
れ
は
容
易
に
第
(9
)

式
を
第
(7
)

式

の

一

環

.
に

組

入

れ

る
 

:

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
，す
な
わ
ち
い
ま
(7
)
の
た
と
え
ば
第
i
番
目
の
式 

が
そ
れ
に
'当
る
と
す
れ
ば
、

P/
を
賃
銀
率
、：
ai
«
を
労
働1

単
位
あ
た
り
の
第
i 

賃
銀
財
の
消
費
量
と
み
な
せ
ば
よ
く
，
そ
の
場
合|

は
労
働
組
合
の
交
渉
力
の 

指
標
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
グ
ッ
.ド
ゥ

ィ

ン

.
の

採

用 

し

て

い

る

方

針

が

こ

，れ

'で
あ
る
:0
_

他
方
、
賃
銀
率
の
も
う
一
つ
の
扱
い
方
は
、
そ
れ
を
外
生
化
し
て
、
シ
ス
テ 

ム
の
外
か
ら
自
律
的
に
決
め
ら
れ
る
大
き
さ
と
ず
.る
t
と
で
あ
る
。
換
言
ず
れ 

•は
、
'

cost-push.

に
よ
るj

般
物
価
の
上
昇
と
は
必
ず
し
も
足
並
み
そ
ろ
え
て 

行
わ
れ
る
.と
は
か
ぎ
ら
な
い
免
組
の
賃
銀
引
上
げ
を
い
わ
ば
一
種
の
与
件
の
変 

化
と
み
な
す
.：の
.で
あ
る
◊
:
.
そ
の
場
合
：ぱ
は
賃
銀
の
式
は
(7
)
.か
ら
脱
落
し
、
他
の 

肺
格
：に
つ(

い
て
(7
)
は
、
'

l

p

x

?

1
)
=

(

1
:+
|

>

M
p
i
s
f 

+

 
匀

爸} -, 

(

i
i

の
形
を
と
る
。

マ
-ト
リ
ッ
へ
ク
ス
の
記
号
で
書
け
ば
、：

.七

三

.

ニ
十

0
九)



c

、
P
1
(
i 

十i
r

 

P
M 

?

1

)

.:pn (
作
+
i

)

、

'
.
.

(

1
'+
§
1)

. al.l 

(

l

+

m

l

)

a
2
1
.
.
.
:
.
.
p
+
m
l

)

a
3
1
'
'

(1

+
1
 
al2p

+.
l) as
.

..(1

+m2) 
s

、

-

、
：：；

'

:v

(1

+f

) ?

(1 +
 

m

 J

 f
.

 •

(1 +
 

A
 
(

.
，p
l
3 

i?

s

こ a
+
!
)

 w
a
n
'

ン

...(l+m2).waz2

' 
く 

-
+ 

. 

, 

.

• 

+
■ a

+
m
j
w
f

，
あ

る

い

は

简

単

に■■
:

( 12) 

p
a

 +

 l
)
》

a
+
m
)

 (

a

s)
十
w
s)

の
よ
ぅ
で
あ
る
。'
た
だ
し
併
はg

を
対
角
元
素
と
す
る
対
角
行
列
、

a
は
叫
を 

元
素
と
ず
る
正
方
行
列
、

a/
は
，

|

を
成
分
と
す
る
列
ベ
ク
ト
ル
。
よ
く
知
ら
れ 

V
.

い
る
よ
ぅ
に
、

I
I 

(

I
+
s
aが
ホ

ー

キ

ン
ス
"
サ
ィ
モ
ン
.の
条
件
を
満
た
す 

な
ら
ば
、
価
格
の
定
常
均
衡
水
準
、

.

P
"
〔I—

■ (I

+
E
C
O 丄(I

+m) w
a
~

は
非
負
で
あ
り
、
価
格
は
そ
れ
に
向
っ
て
収
歛
す
る
。
故
に
価
格
の
上
昇
は
非
.
 

斧
次
項
の
上
方
シ
フ
ト
す
な
わ
ちw

.
a
g
e
l
p
u
s
h

の
形
で
.説
明
さ
れ
る
こ
と
■に 

な
る
。

(

1

)
J
.

 

D
u
e
s
e
n
b
e
r
r
y
,

こTh
e

 

M
e
c
h
a
n
i
c
s

 

o
f

 

I
n
f
l
a
t
i
o
n

パ 

T
h

e

 

J
U

v
i

m

 

o
f

 

E
c

o
n

o
m

i
c

s

 

,

d

 

s
t

a
t

i
s

t
i

s
.

 

M
a
y

 

1
9
5
P

(

2)

他方デュ

ー
セ
ン
ベリ

I
.
は
，
農
業
生
産
物
に
関
し
て
は
ま
さ
に
前
節
で
説 

明
し
た
需
給
均
等
式
を
適
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
農
産
物
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
• 

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト

を

^
:
、

完
全
歷
傭
に
応
ず
る
総
雇
傭
贵
を
瓦
、
資
本
家
所
得
を
K

で
書
き
、
農
鹿
物
に
対
す
る
穷
働
者
と
資
本
家
の
限
界
消
費
性
向
を
そ
れ
ぞ
れ 

.
a t

，
a2
で
書
く
と
、
農
.産
物
の
総
需
要
は

a
l
w
E
+
a
2
K

で
ぁ
る
か
ら
、
.
農
麻
物 

.価
格
P4
は
、

■-
:

p

a

q+;
1) x

.4==< x1 w
. s

e
.+

ci2 k
;

に
よ
っ
て
決
ま
る
.と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(

3

)

 

G
o
o
d
w
i
n
,

 

0
3
3
,

 

a

r

P
P
.
1
2
I
1
6
.

•三
両
理
論
の
綜
合

:

さ
き
に
述
べ
た

よ
う

に

、

デ
ュ
ー

セ
ン

ベ
リ
ー
は
農
業
生
産
物の

fi
l
l
i
格
を 

d
e
m
a
n
d
-
p
i
i
i
r

に
よ
っ
て
、
エ
業
生
産
物
の
肺
格
をo

o
s
t
-
p
u
s
h

に

よ
っ
て 

説

明

し

.

.
そ

れ

ら

と
賃
銀
率

と

■
の相
互
連
関
に
.お
い
.て
'イ
シ
.フ
.レ
の
.メ
カ
ニ
ズ
. 

ム
を
分
析
し
よ
う
と
し
た
。
.，そ
の
意
味
で
彼
の
理
論
は
，d

e
m
a
n
d
-
p
u
i
r

 

c
o
s
t
-
p
u
s
h

の
両
理
論
に
一
つ
の
綜
合
の
場
を
与
え
.た
も
の
と
い
うyj

と
が
で 

き
る
が
，
さ
ら
に
こ
の
先
鞭
に
し
.た
が
.
.って
、
そ
れ
ぞ
れ
⑶
式
と
⑶
式
と
に
よ 

っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
多
部
門
の

0.
§

§
含
&

モ
デ
ル

と

§

マ
*0
§
げ
モ
デ 

ル
と
を
接
合
し
た
の
は
グ
ッ
ド
ゥ
ィ
ン
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
以
下
⑶
式
と
00
)
 

式
の
形
態
に
お
い
て
、
彼

の
構
想
を
次
の
よ
う
に
苒
定
式
化
し
て
お
く
こ
と
に 

し
よ
う
。

部

門

の

.数

は

全

部

で

?1
個
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
1
か
ら
た
ま
で
の
部
1
太
3) 

.式
の
原
理
に
し
龙
が
っ
て
競
争
的
に
価
格
を
形
成
し
、
ん
+

1
か
ら
れ
ま
で
の 

部
門
は
0 0

式
の
.原
理
に
し
た
が
っ
てc

o
s
t
-
m
a
r
k
-
u
p

の
方
式
で
価
格
を
決
定 

す
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
モ
デ
ル
^
、

て
価



,■ 

V 

...V 

へ

.

.
:へ

:

;
 

:

'

',.
•

'

;

:

七
六
'

.
 

(

-
ニ

5
 

格
は
そ
I

常

解

に

蓄

しH

い
く
。.
'故
I

格
の
上
昇
は

5

V
が
.上
昇
ず
：

_
如
影
：響

蒙

ら

な

い

が

，.寶

十

1

—

^

部
門
の
価
|

，
也
の
部
門
の 

る
f

只
に
.か
ぎ
つ
て
可
能
で
あ
る
こ
と
が
.知
ら
れ
' 
こ
.れ
は
諸
部
門
の
生
產
能

V

':-

製
品
I

用
因
：子
と
し
てf

れ
る
か
ぎ
り

.

そ

の

ナ

ベ

态
 

力
に
相
対
的
な
自
I

要
め
増
大
と
、
へ
ま
た
労
働
生
産
性
の
上
I

.
上

回

裏

：
' 
を
蒙
る
^
^
^
^

ほ
率
の
引
上
げ
と
が
、

ィ
シ
フ
レI

動
因
と
な
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
i

;

: 

'
分
離
性
を
ど
4

4

ら
6
し

.
：'
■
.〉

」

■■
,

■ 

'

:

.拡
季
る
か
ば
广
今
後
に
：残
さ
れ
た
.重
要
な
課
題
で
あ
.る
。

介
お
04
)
式
あ
る
い
は
(1
5
)式
の
.構
造
か
:̂
明
ら
か
な
ょ
ぅ
.に
'
ご
；の

モ

デ

ル

で

.'
:

;ハ

^
^
^ ̂

V
 

.

は
、
第

1
丨
第
灰
部
門
の
価
格
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
部
門
の
価
格
：だ
け
か
.ら
し

--
:

¥
 

.

賨

評

エ
リ
！

ア

レ

ヴ

ィ

著

『

ト

ー

マ

ス
r

ホ

ジ

ス

キ

ン

：

』

ン

(Elie

.
 

H
a
l(T
)
'
v
y 

; 

T
h
o
m
a
s

 Hodgskin, 

translated 

b
y

 

h
 

'A. 

JV Taylor? pp'197, 

1956. 

London.).
.

.

■
.

飯

田

_
 

鼎

- 

-
-

エ
リ

I 

.

r

レ

ヴ

ィ

の

名

は

「

十
九
.世
紀
英
国
民
史」

(
T
h
e
.

 

H
i
s
t
o
r
y

 

.o.f 

t
h
e

 

E
n
g
l
i
s
h

 

P
e
o
p
l
e

 

i
n

 

t
h
e

 

N
i
n
e
t
e
e
n
t
h

 

C
e
n
t
u
r
y
,
,

 

7

 v
o
l
s
.

 )

と
い
う
庞
大 

な
研
究
を
も
っ
て
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
ご
に
紹
介
を
ボ
み
る
ホ
ジ
ス 

キ
ン
の
反
記
的
理
論
的
研
究
は
、
；
す
で
に
著
者
が
フ
ラ
シ
ス
語
で
書
い
た
も
の 

の
翻
訳
で
あ
る
。：
従

，っ
て
書
評
と
い
う
に
は
、
必
ず
し
も
ふ
さ
わ
し
く
な
い
が
，： 

本
書
を
利
用
し
た
文
献
や
論
文
が
す
で
に
"あ
ら
わ
れ
つ
.
つ
あ
る
と
は
い
え
、
ホ 

ジ
ス
キ
ン
の
生
涯
に
：つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
と
思 

う
，の
で
、
：本
書
を
読
み
終
っ
て
感
じ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
こ
と
.も
全
く
.無
意 

味
.で
は
な
い
と
思
う
4 

V
 

:
,

訳
者
テ
I

.ラ
ー

.
の
序
文
に
よ
る
と
'

著
者
ア
レ
ヴ
ィ
は
、

一
八
七
〇
年
に
生 

ま
れ
、
：
1

A

九
〇
年
に
パ
P

の
エ
コ
ー
ル
.，
• 

ノ
.
ル
マ
.

—

ル
に
入
学
し
た
0

そ
し 

て

パ

ス

カ

ル

と

ス

ピ

ノ

ザ

と

を

並

行

し

て

研

究

^

、
.
.
ー

 

八

九

，
六

年

、

そ

の

最

初
の
著
作
.「

科
学
に
.か
ん
す
る
.ブ
.■ラ
.
ト
ー
学
派
.の
理
論」

：.(L
a

 .
T
h
e
o
r
i
e

 

p
l
a
t
o
n
i
-

 

c
i
e
n
n
e

 

d
e
s

 

s
c
i
e
n
c
e
s
.
)

が
あ
ら
わ
れ
た
。
彼

は
1

八
九
八
年
ま
で
、

エ
コ
I 

ル

，
デ
.
シ
ア
ン
ス
•

ポ
リ
テ
ィ
I

ク
の
教
授
を
し
て
い
た
が
、
や
が
て
ジ
ェ
レ 

ミ

！

ベ
ン
サ
ム
お
よ
び

.デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド

•
ヒ
ユ
ー

A

の
思
想
お
よ
び
生
涯
に
関 

心
.を
も
つ
に
至
っ
允
。
'こ
，

Q

よ
う
に
し
て
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
英 

国

功
: ^

主
義
に
あ
た
え
，t

影i
r

を
迪
，り
つ
つ
あ
っ
た
ア
レ
ヴ
ィ
は
、
さ
ら
に
進 

ん
で
功
利
主
義
と
古
典
派
経
済
^

の
理
論
と
の
関
係
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ 

た
■
,
た
が
ア
レ
；.ゥ
ィ
が
.、
，功
^

主
義
思
想
を
.中
心
と
す
る
イ
ギ
.リ

.
ス

社

会

思

想
 

の
研
究
.に
本
歡
的
に
上
り
く
办
よ
う
_に
な
っ
た
の
は
、

フ
ラ
ン
ろ
の
歴
史
家
テ 

イ
ン
ヌ
'(

T
a
i
n
e
)

を
通
じ
て
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
功
利
主
義
研
究
の
権
威
で
あ
っ 

:

た
.
レ
.
ス
リ
.
1 

.

ス
..'テ
イ
一
'ヴ
..ン
_
 .

(
L
e
s
l
i
e

 

S
t
e
p
h
e
n
)

に
.紹
介
さ
れ
た
と
き
に
は 

じ
ま
.る
と
い
わ
れ
る(

P
.
1
1
)
。
： >

>
.

の
よ
う
な
契
機
を
え
て
彼
は
、
英
国
.の
す
ぐ 

れ
た
哲
学
者
や
思
想
家
と
知
り
合
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
に
は
、
パ
I
 

ト
.
ラ
.
ン
.ド
.

ラ
ツ
.
セ

ル

.
(
B
e
r
t
r
a
n
d

 .
R
u
s
s
e
l
l
)、

'グ
レ
ー
ア
ム
•ウ
オ
ー
ラ
ス 

(
G
r
a
h
a
m
,

 

w
a
l
l
a
s
)
、

.シ
ド
.'.ニ
.丨

.
•
.
.ゥ
.
x

ッ
.ブ
.夫

妻

(
S
i
d
n
e
y
,

 

a
n
d

 

B
e
a
t
r
i
c
e

 

W
e
b
b
)
：、

ト
レ
ヴ
ェ
リ
ア
ン
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